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１　施設の立地条件
(1) 施設立地場所の地形等
　
(2) 災害危険区域等の該当の有無
	　災害危険区域等
	該当の有無
	区域等の名称

	浸水想定区域
	
	

	土砂災害警戒区域
	
	

	土砂災害特別警戒区域
	
	


(3) 予測される災害の危険性
２　災害に関する情報の入手方法
(1) 市から発令される避難情報の入手方法
(2) 災害に関する情報の入手方法
３　災害時の連絡先及び通信手段の確認
(1) 職員の緊急連絡網
[image: image1.bmp]
	

	

	

	



	

	

	

	



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



　
(2) 自治体等の連絡先
	連絡先
	担当部署
	担当者氏名
	電話番号
	連絡可能時間
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


(3) 利用者情報（家族の連絡先）
	施設利用者
	緊急連絡先
	その他
（引き取り方法等）

	氏名
	年齢
	住所
	氏名
	続柄
	電話番号
	住所
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


４　避難を開始する時期、判断基準
５　避難場所
	
	名　称
	移動距離
	移動手段
	移動時間

	避難場所
	
	（
	
	）m
	□徒歩
	

	
	
	
	
	
	□車両（
	
	）台
	

	屋内安全確保
	
	
	
	


６　避難経路
(1) 避難場所への避難経路




(2) 屋内安全確保の場合の避難経路図




７　避難方法
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


８　災害時の人員体制、指揮系統
(1) 災害時の参集
　職員参集基準
	参集体制
	参集基準
	対象職員

	
	
	

	
	
	


(2) 役割分担
役割分担表
	総括責任者
	班
	班長
	班員
	任務

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


(3) 避難に必要な職員数
９　関係機関との連携体制

１０　食料、防災資機材等の備蓄
　　　備蓄品リスト
	分類
	品名
	数量
	積算根拠
	保管場所

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


【防災教育及び訓練の年間計画】



上から順に「氏名」、「連絡先」、「住所」、「参集時間」を入れてください。


を入れてください。
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防災体制の確立・


非常災害対策計画の作成





従業員への防災教育





入所施設





情報伝達訓練





従業員の非常参集訓練





避難訓練





通所施設





情報伝達訓練





保護者への引き渡し訓練





施設利用者への防災教育





情報収集伝達要員・避難誘導要員の任命や外部からの支援体制等を確認し、避難確保計画に反映します。
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避難を円滑かつ迅速に確保するために、非常災害対策計画に基づく訓練を実施し、必要に応じて計画を見直します。





非常災害対策計画の更新





○防災体制と役割分担の確認、試行


○施設から避難場所までの移動にかかる時間の計測　など





○従業員の緊急連絡網の試行


○家族等への情報伝達手段（メール・電話等）の確認、情報伝達の試行　など





○従業員の緊急連絡網の試行


○連絡後、全従業員の参集にかかる時間の計測　など





○保護者の緊急連絡網の試行


○連絡後、全施設利用者を保護者に引き渡すまでにかかる時間の計測　など





○従業員の緊急連絡網の試行


○保護者への情報伝達手段（メール・電話等）の確認、情報伝達の試行　など





○水害等の危険性や避難場所の確認


○緊急時の対応等に関する保護者、家族への説明　など





○非常災害対策計画等の情報の共有


○過去の被災経験や災害に対する知恵の伝承　など








